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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 10,093 △4.0 368 △40.6 436 △37.6 320 △33.6

2025年３月期第３四半期 10,510 － 620 － 699 － 482 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 267.01 －

2025年３月期第３四半期 403.86 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期第３四半期 12,813 5,448 42.5 4,541.07

2025年３月期 12,546 4,853 38.7 4,054.87

（参考）自己資本 2026年３月期第３四半期 5,448百万円 2025年３月期 4,853百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － － － 115.00 115.00

2026年３月期 － － －

2026年３月期（予想） 110.00 110.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,500 △1.7 410 △25.2 470 △24.0 360 △17.3 300.48

１．2026年３月期第３四半期の業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（注）2024年３月期第３四半期は連結業績を開示しておりましたが、2024年３月に連結子会社を清算結了したことによ

り、2024年３月期末より非連結での業績を開示しております。そのため、2025年３月期第３四半期の対前年同四半期増減

率については記載しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期３Ｑ 1,224,000株 2025年３月期 1,224,000株

②  期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 24,157株 2025年３月期 27,157株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 1,198,664株 2025年３月期３Ｑ 1,194,224株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四半期財務諸表の作成に特有の

会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、堅調に推移する企業収益を背景に、雇用・所得環境の改善が続く

中、景気は緩やかな回復基調で推移しました。一方で、物価上昇の継続による個人消費への影響や、日本銀行の金

融政策正常化による金利上昇への懸念など国内の動向に加え、米国の通商政策や、停滞する中国経済などの外的要

因が、景気を下押しするリスクとして潜在化しており、依然として先行は不透明な状況となっております。

　このような環境の下、当社グループは「安全・迅速・信頼」をモットーに、国民生活と企業活動のライフライン

を支える物流業者として、如何なる時世にも顧客に対する輸送責任を果たす「堅実な兵機」との信頼を得るべく、

事業展開を進めてまいりました。

　当第３四半期累計期間におけるセグメントの営業状況は以下のとおりであります。

①海運事業

　内航事業では、内需縮小に伴い鉄鋼メーカーの生産量が低水準で推移していることを受け、主要貨物である鋼材

輸送の取扱量が減少しましたが、自社の艀を効率的に運航できる飼料・油糧の輸送案件は堅調に推移しました。ま

た、主要荷主に対し運賃改定等の対応を行いました。その結果、売上高は5,088百万円（前年同期比1.7％減）とな

りました。また、船主に対する傭船料の改定、燃料油の高止まり等の事業経費の増加に加え、管理経費が増加した

こともあり、営業利益は115百万円（前年同期比65.0％減）となりました。

　外航事業では、主力貨物である中国向けの建機・機械類の輸送の取扱量が大幅に減少しました。また、韓国、台

湾を主とした近海航路での鋼材輸送もこれをカバーするには至らず、売上高は616百万円（前年同期比50.3％減）

となりました。また、管理経費が増加したこともあり、営業利益は62百万円（前年同期比70.7％減）となりまし

た。

②港運・倉庫事業

　港運事業では、国内での食料品価格の上昇を背景に食品類の輸入取扱が好調に推移し、輸出では化学品や機械類

の取扱が順調に推移したことから、通関件数も前年同期を上回りました。その結果、売上高は3,120百万円（前年

同期比10.2％増）となりました。また、管理経費が減少したこともあり、営業利益は145百万円（前年同期比

197.4％増）となりました。

　倉庫事業では、港運事業が好調に推移したことから、付随作業を行う神戸地区の一般倉庫と危険物倉庫の作業収

入が増加しました。その結果、売上高は1,267百万円（前年同期比0.6％増）となりました。また、設備機材の償却

が前年度で終了し利益面を押し上げたこともあり、営業利益は44百万円（前年同期比61.2％増）となりました。

　これらの結果、当第３四半期累計期間の経営成績は、売上高10,093百万円（前年同期比4.0％減）、営業利益368

百万円（前年同期比40.6％減）、経常利益436百万円（前年同期比37.6％減）、四半期純利益320百万円（前年同期

比33.6％減）となりました。

- 2 -

兵機海運（株）（9362）2026年３月期　第３四半期決算短信



（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

　当第３四半期会計期間末における資産合計は12,813百万円となり、前事業年度末と比較して266百万円増加いた

しました。

　流動資産は3,629百万円となり、前事業年度末と比較して277百万円減少いたしました。これは主に、現金及び預

金の減少258百万円、その他に含まれる短期貸付金の減少70百万円等に対して、受取手形、売掛金及び契約資産の

増加53百万円等によるものであります。固定資産は9,183百万円となり、前事業年度末と比較して544百万円増加い

たしました。これは主に、投資有価証券の時価の上昇等による増加581百万円、有形固定資産の取得による増加177

百万円、船舶の建造に係る建設仮勘定の増加47百万円等に対して、固定資産の償却による減少262百万円等による

ものであります。

（負債）

　当第３四半期会計期間末における負債合計は7,364百万円となり、前事業年度末と比較して328百万円減少いたし

ました。

　流動負債は3,132百万円となり、前事業年度末と比較して486百万円減少いたしました。これは主に、短期借入金

の減少278百万円、未払法人税等の減少129百万円、賞与引当金の減少86百万円等に対して、その他に含まれる預り

金の増加41百万円等によるものであります。固定負債は4,232百万円となり、前事業年度末と比較して157百万円増

加いたしました。これは主に、その他に含まれる繰延税金負債の増加185百万円、退職給付引当金の増加18百万円

等に対して、長期借入金の減少70百万円等によるものであります。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産合計は5,448百万円となり、前事業年度末と比較して595百万円増加いた

しました。

　これは主に、その他有価証券評価差額金の増加400百万円、四半期純利益の計上による利益剰余金の増加320百万

円等に対して、配当金の支払による利益剰余金の減少137百万円等によるものであります。

　これらの結果、当第３四半期会計期間末における自己資本比率は42.5％となり、前事業年度末と比較して3.8ポ

イントの上昇となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年３月期の業績予想につきましては、2025年10月30日「業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」及

び「2026年３月期　第２四半期（中間期）決算短信[日本基準]（非連結）」にて公表いたしました数値に変更はご

ざいません。
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（単位：百万円）

前事業年度
（2025年３月31日）

当第３四半期会計期間
（2025年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,977 1,718

受取手形、売掛金及び契約資産 1,417 1,470

原材料及び貯蔵品 31 31

前払費用 25 52

その他 457 359

貸倒引当金 △3 △2

流動資産合計 3,907 3,629

固定資産

有形固定資産

建物及び建物付属設備（純額） 2,952 2,878

構築物（純額） 190 244

機械及び装置（純額） 11 10

船舶（純額） 536 486

車両運搬具（純額） 14 19

工具、器具及び備品（純額） 22 24

土地 2,566 2,566

リース資産（純額） 34 30

建設仮勘定 27 75

有形固定資産合計 6,356 6,336

無形固定資産

借地権 4 4

電話加入権 9 9

施設利用権 0 0

ソフトウエア 33 26

リース資産 13 3

無形固定資産合計 60 43

投資その他の資産

投資有価証券 2,078 2,659

関係会社株式 20 20

長期貸付金 26 19

長期保証金 35 35

その他 80 87

貸倒引当金 △18 △18

投資その他の資産合計 2,222 2,802

固定資産合計 8,639 9,183

資産合計 12,546 12,813

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：百万円）

前事業年度
（2025年３月31日）

当第３四半期会計期間
（2025年12月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,092 1,099

短期借入金 1,966 1,687

未払法人税等 159 29

賞与引当金 169 83

その他 230 231

流動負債合計 3,618 3,132

固定負債

長期借入金 3,262 3,191

退職給付引当金 521 540

船舶修繕引当金 6 20

その他 284 480

固定負債合計 4,074 4,232

負債合計 7,693 7,364

純資産の部

株主資本

資本金 612 612

資本剰余金 34 36

利益剰余金 3,112 3,294

自己株式 △58 △51

株主資本合計 3,700 3,892

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,131 1,531

繰延ヘッジ損益 20 24

評価・換算差額等合計 1,152 1,556

純資産合計 4,853 5,448

負債純資産合計 12,546 12,813
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（単位：百万円）

前第３四半期累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年12月31日）

売上高 10,510 10,093

売上原価 8,411 8,192

売上総利益 2,099 1,901

販売費及び一般管理費 1,479 1,533

営業利益 620 368

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 84 87

その他 24 24

営業外収益合計 109 113

営業外費用

支払利息 27 36

その他 2 8

営業外費用合計 30 44

経常利益 699 436

特別利益

投資有価証券売却益 － 25

受取保険金 2 －

特別利益合計 2 25

特別損失

災害による損失 6 －

特別損失合計 6 －

税引前四半期純利益 695 462

法人税、住民税及び事業税 213 142

法人税等合計 213 142

四半期純利益 482 320

（２）四半期損益計算書
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（単位：百万円）

報告セグメント
合計
（注）

海運事業
港運・倉庫

事業

売上高

外部顧客への売上高 6,417 4,093 10,510

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ － －

計 6,417 4,093 10,510

セグメント利益 543 76 620

（単位：百万円）

報告セグメント
合計
（注）

海運事業
港運・倉庫

事業

売上高

外部顧客への売上高 5,705 4,388 10,093

セグメント間の内部売上高又は
振替高

－ － －

計 5,705 4,388 10,093

セグメント利益 178 189 368

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自2024年４月１日 至2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自2025年４月１日 至2025年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

前第３四半期累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年12月31日）

減価償却費 302百万円 262百万円

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、当第３四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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